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I．演習問題
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（解いた演習問題番号の欄だけXを書く）

I．１　演習問題１
· ソースコード

	class Draw

{


private int sz_x, sz_y;


private int canvas[][];


public Draw(int x, int y)


{


}


public void init()


{


}


public void line(int x_start, int y_start, int x_end, int y_end)


{



int big, tmp_x, tmp_y;



if (Math.abs(x_end-x_start) > Math.abs(y_end-y_start))




big = Math.abs(x_end-x_start);



else




big = Math.abs(y_end-y_start);



}


}


public void out()


{

    

System.out.println("P2 "+sz_x+" "+sz_y+" 255");


} 

}

class test

{


public static void main(String arg[])


{



int x_size=200, y_size=200;



Draw cvs = new Draw(x_size, y_size);



cvs.init();



cvs.line(100, 10, 10, 100);


}

}


上記のようにプログラムのソースコードを枠内に記載する。（例えであることを示すため斜め文字になっているが実際のレポートではソースコード部分も普通の文字で記入する）
ただし，全ての演習問題に対してソースコードを記載するのではなく以下の演習問題を解いた場合だけソースコードを載せる．ソースコードの記載を要する演習問題：２，３，５，７，９，１２，１３，１４
（もし該当しない演習問題の場合は枠を含めて全て削除すること）
· 実行結果

視覚的な実行結果がある場合はこちらに画面キャプチャ(Windowsのsnipping tool推奨)などを用いて実行結果をこちらに貼り付ける。出力が音だけの場合は省略可能。ただしその場合は「出力が音のため省略」と書く。
· 参考

この問題を解くのに参考にしたホームページのアドレス、書籍情報などをどの部分をどのように参考したか詳しく明記する。特に友人に手伝ってもらった場合は手伝ってくれた友人の学生証番号、名前、どの部分をどのように手伝ってくれたか等を明白に記載する。特になければ省略可能。

· 考察

問題ごとに勉強したこと、感じたこと、議論すべきことなどがあればこちらに書く。
斜め文字の部分はあくまでも説明のためのものであるため実際のレポートでは残さずに削除すること。
I．２　演習問題３
----以下省略----

II．挑戦問題
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（解いた挑戦問題番号の欄にXを書く）

※もし、挑戦問題を解いていない場合はこの行以下の挑戦問題部分を削除する。解いた挑戦問題がある場合はこの行のみを削除する。
II．１　挑戦問題１

· ソースコード

	class Draw

{


private int sz_x, sz_y;


private int canvas[][];


public Draw(int x, int y)


{


}


public void init()


{


}


public void line(int x_start, int y_start, int x_end, int y_end)


{



int big, tmp_x, tmp_y;



if (Math.abs(x_end-x_start) > Math.abs(y_end-y_start))




big = Math.abs(x_end-x_start);



else




big = Math.abs(y_end-y_start);



}


}


public void out()


{

    

System.out.println("P2 "+sz_x+" "+sz_y+" 255");


} 

}

class test

{


public static void main(String arg[])


{



int x_size=200, y_size=200;



Draw cvs = new Draw(x_size, y_size);



cvs.init();



cvs.line(100, 10, 10, 100);


}

}


上記のようにプログラムのソースコードを枠内に記載する。ただし，全ての挑戦問題に対してソースコードを記載するのではなく以下の挑戦問題を解いた場合だけソースコードを載せる。ソースコードの記載を要する挑戦問題：１，２，８，９，１０，１４
（もし該当しない挑戦問題の場合は枠を含めて全て削除すること）

· 実行結果

視覚的な実行結果がある場合はこちらに画面キャプチャ(Windowsのsnipping tool推奨)などを用いて実行結果をこちらに貼り付ける。出力が音だけの場合は省略可能。ただしその場合は「出力が音のため省略」と書く。
· 参考

この問題を解くのに参考にしたホームページのアドレス、書籍情報などをどの部分をどのように参考したか詳しく明記する。特に友人に手伝ってもらった場合は手伝ってくれた友人の学生証番号、名前、どの部分をどのように手伝ってくれたか等を明白に記載する。特になければ省略可能。
· 考察

問題ごとに勉強したこと、感じたこと、議論すべきことなどがあればこちらに書く。特になければ省略可能。
II．２　挑戦問題３
---以下省略---

III．自由課題
もし自由課題を行っていない場合は，自由課題部分を全て消す。
III．１　作成した自由課題の概要

何故この自由課題を作ったのか、どういう部分を評価してほしいかなどを書く。

III．２　作成した自由課題の操作方法

操作方法を簡単に説明する。操作手順や使用するキーなど。
III．３　実行例

画面キャプチャなどを用いて実行結果を貼り付ける。

III．４　参考

この問題を解くのに参考にしたホームページのアドレス、書籍情報などをどの部分をどのように参考したか詳しく明記する。特に友人に手伝ってもらった場合は手伝ってくれた友人の学生証番号、名前、どの部分をどのように手伝ってくれたか等を明白に記載する。特になければ省略しても良い。

III．５　考察

勉強したこと、感じたこと、議論すべきことなどがあればこちらに簡単に書く。

IV．実験の感想

マルチメディア実験の感想をまじめ且つ丁寧に書く。感想が少なかったり、誠意がないと判断されたりした場合は受理しないこともある。レポートのページ数制限はないが、意味なくページ数を増やすのは減点の対象とする。
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